
風
信

　
平
成
二
十
六
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
御
祝
詞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
当
協
会
が
主
催
い
た
し
ま
し
た
、
講
演
会
・
学
習
会
を
は
じ
め
恒
例
の

史
跡
見
学
会
・
研
修
な
ど
の
諸
行
事
に
対
し
、
皆
様
方
か
ら
多
大
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
熱
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
当
協
会
の
活
動
も
三
十
二
年
目
を
迎
え
、
県
内
外
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の『
な
が
さ
き
の
空
』も
定
例
の
発
刊
を
重
ね

三
百
七
十
八
号
を
刻
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
も『
長
崎
学
』を
中
心
に
、
長
崎
の
歴
史
文
化
を
研
究
し
、
地
域
文
化
の
振
興

に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年

　
　
午う
ま
年
に
よ
せ
て	
越
中
　
哲
也

　
先
ず
は
　
新
年
を
迎
え
　
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

　
今
年
は
旧
暦
の
干
支（
十
干カ
ン

十
二
支シ

）に
よ
る
と「
甲き
の
え
う
ま午
」の
年
と
あ
る
。
暦
学
は
、
古

代
中
国
の
学
で
あ
り
、
十
干
と
は「
五
本
の
手
足
の
指
の
動
」と
色
彩
の
基（
幹
）と
さ
れ
る

「
五
行（
木
・
火
・
土
・
金
・
水
）」を
中
心
に
置
き
、
そ
れ
に
前え

と後（
左
右
）を
つ
け「
甲
乙

丙
丁
戊
巳
庚
辛
壬
癸
」の
十
干
と
し
、
其
の
基
を
月
と
共
に
支さ
さ

え
、
十
二
に
変
化
す
る

十
二
の
月
と
し
て
十
二
支（
子
丑
寅
…
）の
文
字
を
組
み
合
せ
た
と
説
明
し
て
あ
る
。

　
然
し
、子
の
文
字
が
鼠
と
な
り
、丑
の
文
字
が
牛
、寅
を
虎
…
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
事
に
つ
い
て
は
中
国
の
古
書
に
も
不
明
と
記
し
て
あ
る
。

　
中
国
で「
干
支
」を
用
い
て「
年
」を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
B.C.
三
五
〇
年
頃
よ

り
、
B.C.
一
六
四
年
の
間
に
始
ま
っ
た
と
諸
橋
先
生
の
著
書『
十
二
支
物
語
』に
は
記
し
て
あ

る
。
そ
の
中
国
の
干え

と支
の
文
字
が
我
国
に
伝
え
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
古
墳
時
代
前
後

（
A.D.
4
）か
ら
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
正
倉
院
御
物
の
中
に
は
十
二
支
を
明
記
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
し
、
万
葉
集
の
中
に

も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
年
の
暦
に
あ
る
甲カ
ン
の
文
字
に
つ
い
て
は「
草
木
が
初
め
て
種
よ
り
地
上
に
芽
を
出
す

様
を
写
し
た
も
の
で

の
型
を
原
型
と
し
、
転
じ
て
ハ
ジ
メ
の
意
に
用
い
、
更
に
転
じ
て

種
子
を
保
つ
も
の
ヨ
ロ
イ（
鎧
）の
意
に
も
用
い
た
と
記
し
て
あ
る
。
其
の
故
に
暦
の
基
本

は
十
干
で
あ
り
、
甲
の
文
字
を
暦
の
始
に
用
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
甲
の
文
字
を「
キ
ノ
エ
」と
読
ん
で
き
た
。
そ
れ
は「
五
行
」の
最
初
の
文
字

が「
木
」で
あ
り
、
木
の
文
字
を
前
後
に
分
け
て
甲
乙
と
し
た
の
で
、
甲
を
キ
ノ
エ（
兄
）、

乙
を
キ
ノ
ト（
弟
）と
よ
ん
で
き
た
。

　
今
年
の
十
二
支
は
昨
年
が
巳み（
蛇
）だ
っ
た
の
で
午う
ま

年
と
な
る
。
午
の
文
字
の
本
来
の

意
義
は「
陰
陽
た
が
い
に
錯
す
る
」意
味
で
あ
り
、
文
字
の
上
で
は
直
接
馬
と
は
関
係
が

無
い
と
記
し
て
あ
る
。

　
馬
の
文
字
は
馬
の
型
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
、
毛
色
に
よ
っ
て
白
馬
、
黒
馬
は

驪り

、
青
黒
は
麒き

、
赤
黄
は
騂せ
い

、
白
馬
黒
た
て
が
み
は
駱ら
く

、
黄
白
雑
毛
は
駓
と
言
う
の

だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
馬
に
は
龍
馬
、
天
馬
、
神
馬
、
駑ど

馬
と
い
う
分
け
か
た

も
あ
る
と
い
う
。

　
中
国
の
物
語
の
中
で「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」と
い
う
話
は
良
く
聞
い
て
い
た
。
其
の

物
語
は
、
塞
翁
が
飼
っ
て
い
た
馬
が
あ
る
夜
、
家
を
と
び
出
し
て
、
遠
く
胡
人
の
い
る

処
に
走
っ
て
行
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
其
の
馬
が
数
日
の
後
、
胡
人
の
処
か
ら
多

く
の
駿
馬
を
つ
れ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
は「
人
生
の
禍
福
は
定
ま
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
全
て
を
早
計
に
判
断
す
る
事
な
く
静
か
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
」と
言
う
事
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
そ
う
言
え
ば
、
中
学
生
の
頃
、
先
生
よ
り
史
記
の
中
に
あ
る「
時
・
利
あ
ら
ず
騅す
い
ゆ

か
ず
、
騅す
い
の
行
か
ざ
る
を
奈い

か何
に
す
べ
き
や
、
虞ぐ

や
虞ぐ

や
若な
ん
じ

を
奈い

か何
に
せ
ん
」と
い
う

項
羽
の
詩
も
習
っ
た
。
騅
は
名
馬
の
事
で
、
虞
は
美
姫
だ
っ
た
と
も
習
っ
た
。

　
さ
て
、
其
の
名
馬
は
何
時
頃
よ
り
我
が
国
に
大
陸
よ
り
渡
っ
て
き
た
の
か
判
然
と
は

し
な
い
そ
う
で
す
が
、
多
分
に
稲
作
と
同
時
代
に
韓
国
よ
り
渡
来
し
た
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
と
お
聞
き
し
た
事
が
あ
る
。

　
中
国「
本
草
綱
目
」に
よ
る
と
馬
は
一
才
の
物
を

馯か
ん

二
才
の
物
を
駒
、
三
才
の
物
を
騑
、
四
才
の

物
を
駣
と
言
う
。
又
馬
の
寿
命
は
三
二
歳
。
歯

に
よ
っ
て
歳
を
知
る
。
二
十
一
才
頃
よ
り
歯
が
次

第
に
黄
色
と
な
り
、
二
十
六
才
、
上
下
と
も
に

黄
色
と
な
り
、
二
十
七
才
よ
り
歯
は
次
第
に
白

く
な
り
、
三
十
二
才
に
な
る
と
上
下
こ
と
ご
と

く
白
く
な
る
そ
う
で
あ
る
。

　
古
代
よ
り
我
が
国
で
は
馬
肉
を
食
用
と
す
る

こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の「
本
草
綱
目
」馬
肉
の
項
に
次
の
よ
う
に

記
し
て
あ
る
の
で
、
中
国
で
も
馬
肉
を
食
す
る
事
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
馬
肉
は
釜
に
蓋
を
し
な
い
で
煮
る
事
。
倉
米
・
倉
耳（
共
に
草
の
名
）と
共
に

煮
て
食
す
れ
ば
必
ず
悪
病
を
得
、
十
中
八
九
は
死
ぬ
。
自
死
し
た
馬
は
食
べ
て

は
い
け
な
い
。
馬
の
肝
と
鞍
下
の
肉
は
人
を
殺
す
の
で
食
べ
て
は
い
け
な
い
。

但
し
白
馬
の
溺（
尿
）は
消
渇（
糖
尿
病
）や
腹
中
の
し
こ
り
、
胃
も
ど
し
を
療な
お

す
。

　
佛
像
の
一つ
に
馬
頭
観
音
が
あ
る
。
馬
頭
様
と
は
本
来
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
様
毘ビ
シ
ュ
ヌ

組
奴

の
化
身
か
ら
転
化
し
た
佛
で
大
乗
佛
教
成
立
の
頃
、
観
世
音
菩
薩
が
六
体
に
化
身
さ
れ
、

人
々
を
救
済
さ
れ
る
六
観
音
の
一つ
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
忿ふ
ん
ぬ怒
の
相
を
あ
ら
わ
し
人

身
す
べ
て
が
馬
頭
の
像
と
頭
上
に
の
み
馬
頭
を
置
く
像
が
あ
り
、
こ
の
菩
薩
に
は
煩
悩
を

断
ず
る
功
徳
あ
り
と
記
し
て
あ
る
が
、
一
般
に
は
馬
の
病
気
と
道
路
の
安
全
を
守
る
佛
と

し
て
旧
街
道
に
は
よ
く
石
に「
馬
頭
観
音
」と
刻
し
た
も
の
を
見
か
け
る
。

　
九
州
に
現
存
す
る
最
古
の
馬
頭
観
音
像
と
し
て
は
大
治
年
中（
一
一
二
八
─
）筑
紫
観

世
音
寺（
福
岡
・
二
日
市
）に
奉
納
さ
れ
た
重
要
文
化
財
指
定
の
大
き
な
佛
像
が
あ
る
。

（『
九
州
美
術
史
年
表
』平
田
寛
先
生
著
）

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
長
崎
出
島
よ
り
ア
ラ
ビ
ア
馬
が
多
く
輸
入
さ
れ
て
い
る
。『
長

崎
実
録
大
成
』よ
り
其
の
二・三
を
拾
う
と
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

一
、
享
保
八
年（
一
七
二
三
）今
年
、
御
用
ノ
タ
メ
阿
蘭
陀
国
　
馬
四
寸
五
分
ヨ
リ

六
寸
迄
の
牡
馬
三
匹
、
同
尺
ノ
牝ヒ
ン
バ馬
二
匹
、
尤
　
馬
数
五
六
匹
ヨ
リ
十
匹
迄

索
渡
ル
可
キ
旨
　
漢
字
ノ
御
注
文
ヲ
以
テ
仰
付
ケ
ラ
ル

　
翌
々
年
・
享
保
十
年
の
記
録
に
は
馬
七
寸
五
分
…
牡
馬
五
匹
ヒ
キ
渡
り
、
馬
術
士

「
ケ
イ
ズ
ル
初
テ
日
本
渡
海
ス
」と
あ
る
。
又
、
そ
の
翌
十
一
年
の
記
録
に
は
更
に
詳

し
く
、
ケ
イ
ズ
ル
が
出
島
カ
ピ
タ
ン
と
共
に
江
府
に
参
府
、
将
軍
家
よ
り
カ
ピ
タ
ン

と
共
に
拝
領
金
を
受
け
た
事
が
記
し
て
あ
る
。

　
　
新
年
の
ご
挨
拶	

長
崎
歴
史
文
化
協
会
会
長
　
篠
原
　
俊
一

　
更
に
享
保
十
四
年（
一
七
二
九
）に
は
、
ケ
イ
ズ
ル
に
再
び
御
用
御
召
の
事
が
あ
り
、
ケ

イ
ズ
ル
は
享
保
十
五
年
ま
で
江
戸
に
止
り
乗
馬
御
上
覧
の
事
が
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞

今
村
市
兵
衛
に
は「
阿
蘭
陀
本
草
・
馬
療
書
」な
ど
の
和
解
の
事
な
ど
が
命
じ
ら
れ
て
い

る
。
其
の
後
も
ア
ラ
ビ
ア
馬
は
度
々
も
ち
渡
ら
れ
て
い
る
。

　
将
軍
吉
宗
の
命
に
よ
り
輸
入
さ
れ
た
馬
は
其
の
後
、
下
総
の
小
金
原
、
安
房
の
峰
岡
、

陸
奥
の
三
戸
に
牧
場
が
造
ら
れ
、
馬
匹
改
良
に
つ
く
し
、
更
に
こ
の
事
は
将
軍
家
治
に

も
継
承
さ
れ
、
明
和
五
年（
一
七
六
八
）よ
り
ア
ラ
ビ
ア
馬
の
再
輸
入
が
あ
り
馬
匹
改
良
に

尽
く
し
て
い
る
。
南
部
馬
の
産
地
川
守
田
に
は
之
の
時
、
輸
入
さ
れ
た
ハ
ル
と
い
う
洋
馬

の
墓
が
あ
る
と
い
う
。

　
江
戸
時
代
に
於
け
る
長
崎
版
画
は
江
戸
・
大
阪
の
板
画
と
共
に
有
名
で
多
く
の
板
元

が
あ
っ
た
。其
の
板
画
の
一つ
に
色
刷「
阿
蘭
陀
人
向
狩
図
」・
合
羽
刷
の「
唐
人
と
馬
の
図
」

が
異
国
趣
味
の
版
画
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
長
崎
に
は
旧
記
に
よ
る
と「
長
崎
く
ん
ち
」の
後
日（
旧
九
月
十
一
日
）、「
お

上の
ぼ
り
」が
終
了
し
湯
立
行
事
が
あ
り
、
続
い
て
長
崎
奉
行
、
代
官
、
諸
役
人
や
宮
司
以
下
、

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
場
に
至
っ
て
流
鏑
馬
を
見
る
と
記
し
て
あ
る
。

　
又
、
長
崎
の
町
名
に
は
馬
町
、
千
馬
町
、
櫻
馬
場
町
な
ど
が
あ
り
、
郷
土
の
歌
人
、

中
村
三
郎
の
歌
碑（
諏
訪
公
園
内
）に
も
次
の
和
歌
が
記
し
て
あ
る
。

　
川
端
に
牛
と
馬
と
が
つ
な
が
れ
て
　
牛
と
馬
と
が
風
に
吹
か
る
る

○
元
日
　
先
ず
若
水
を
汲
む
。
八
時
、
一
家
そ
ろ
っ
て
屠
蘇
雑
煮
を
戴
く
。
十
時
、
三
社

参
拝
、
続
い
て
寺
に
行
き
祖
先
を
拝
す
。
午
后
、
家
に
て
来
賀
の
人
を
待
つ
…
（
先
輩

の
日
記
控
よ
り
）

○
新
年
の
第
一
回
長
崎
学
講
座
は
一
月
二
十
七
日（
月
）午
前
十
時
半
開
講
。韓
国
史
考（
講

師
・
鶴
田
勝
俊
氏
）御
来
会
を
御
待
ち
お
り
ま
す
。

○
和
食
の
文
化
が
ユ
ネ
ス
コ
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
長
崎
県
下
に
あ
っ
て
は
其
の
代

表
的
な
物
の
一
つ
に
江
戸
時
代
よ
り
伝
承
さ
れ
た「
長
崎
雑
煮
」が
あ
る
と
い
う
。
推
賞

し
て
下
さ
る
と
の
事
。

○
今
月
御
寄
贈
を
う
け
た
書
籍

　
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
St
相
川
ノ
ブ
子
先
生
よ
り『Pierre M

ounicou

神
父
の
書
簡

（
和
訳
）』御
労
作
感
激
し
て
読
ま
せ
て
戴
い
た
。

　
佐
世
保
史
談
会
よ
り『
談
林
五
四
号
』考
古
学
の
岡
村
廣

法
先
生
の
論
文
を
中
心
に
平
戸
藩
史
・
佐
世
保
を
中
心

に
し
た
論
考
等
。
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

三
七
八
号
　
平
成
二
十
六
年
一
月
十
日馬	（有田窯業大学講師	岩田義実	作）


